
 

 

2024年 7月 24日 

株式会社 鹿児島銀行 

 

産業廃棄物中間処理施設向け協調融資の実施について 

 

鹿児島銀行（頭取 郡山明久）は、鹿児島相互信用金庫（理事長 永倉悦雄）、商工組合中央金庫（代表取締役

社長 関根正裕）および福岡銀行（頭取 五島久）と共同で、株式会社フタマタ開発（以下、「同社」）を借入人

とする産業廃棄物中間処理施設建設に対する融資契約を締結したことを下記のとおりお知らせします。 

本処理施設は、床面積：約 3,000 ㎡、建屋と処理機一式を含めた投資額：約 11 億円と大規模であり、かつ、

人工知能（AI）を備えた産業廃棄物選別機の導入は県内リサイクル業界初であるため、今後廃棄物の効率的な

再資源化と人手不足解消が期待されます。 

当行は、今後もＳＤＧｓの達成に向けた取り組みを支援し、地域社会の持続的な成長に貢献して参ります。 

 

記 

 

1. 概要 

（１）貸付人   

  

幹 事 行 株式会社鹿児島銀行 

参加金融機関 

株式会社鹿児島銀行 

鹿児島相互信用金庫 

株式会社商工組合中央金庫 

株式会社福岡銀行 

（２）借入人 

  

企 業 名 株式会社フタマタ開発 

所 在 地 鹿児島市西伊敷 7 丁目 34-12 

代 表 者 二俣 剛 

設 立 1992年 4月 

事 業 内 容 
産業廃棄物処理業 

解体工事業 

企 業 動 向 

・1992 年に安定型最終処分場として事業を開始。その後、がれき、ガラス・ 

コンクリートくず、陶磁器、紙や木屑の中間処理も開始。この他、焼却施設の

設置や資源リサイクルにも力を入れ、環境に配慮した事業にも取り組む。 

（３）契約締結日 2024年 6月 28日（金） 

（４）貸付形態 協調融資 

（５）資金使途 産業廃棄物中間処理施設建設資金 

 



 

＜工場の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中間処理の流れ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：建設新聞 

 

2. 対応するＳＤＧｓ 

   

 

 

 

以 上 

      

 

 

目標 11．住み続けられるまちづくりを 

目標 13．気候変動に具体的な対策を 

目標 15．陸の豊かさも守ろう 

【本件に関するお問い合わせ先】 

鹿児島銀行 地域支援部 ファイナンスグループ 

TEL：099-239-9720（ダイヤルイン） 


